
枚
方
議
会
４
面

１
１
０
１
０
４

木
❶
木
❷
木
❸
木
❹
木
❺
木
❻
井
❼
木
❽
井

議
会
は
、
９
月
２９
日
に
、

「
枚
方
市
駅
周
辺
再
整
備
の

取
組
に
つ
い
て
」
を
案
件
と

し
た
全
員
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
枚
方
市
駅
周
辺
再

整
備
に
係
る
全
員
協
議
会
は
、

今
回
で
１４
回
目
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
か
ら
の
主
な
変

更
点
は
左
記
の
と
お
り
。

▼
④
街
区
の
事
業
区
域
の
一

部
を
縮
小
…
地
権
者
等
の
意

向
等
を
踏
ま
え
、
事
業
の
確

実
な
早
期
実
現
を
図
る
た
め

④
街
区
の
事
業
区
域
を
一
部

縮
小
。

▼
④
街
区
と
⑤
街
区
の
一
体

的
施
行
の
見
直
し
…
⑤
街
区

を
先
行
し
て
整
備
。
④
街
区

は
一
定
の
期
間
を
か
け
改
善

を
検
討
し
、熟
度
を
高
め
る
。

▼
み
ど
り
の
大
空
間
…
②
・

④
街
区
で
は
、
歩
行
者
の
目

線
に
お
け
る
低
層
の
良
好
な

景
観
形
成
と
に
ぎ
わ
い
の
あ

る
空
間
づ
く
り
を
重
視
し
、

み
ど
り
の
大
空
間
を
形
成
。

枚
方
市
駅
か
ら
み
ど
り
の
大

空
間
の
公
園
、
広
場
ま
で
の

地
上
レ
ベ
ル
の
見
通
し
を
確

保
。

▼
⑤
街
区
庁
舎
用
地
…
転
出

意
向
等
の
あ
る
地
権
者
の
土

地
を
、
土
地
区
画
整
理
事
業

（
＊
１
）の
仮
換
地（
＊
２
）指

定
後
に
仮
清
算
ま
た
は
庁
舎

用
地
と
し
て
の
取
得
を
行
う

な
ど
、
地
権
者
と
調
整
等
を

図
る
。
⑤
街
区
の
天
野
川
沿

い
の
用
地
の
一
部
は
、
公
用

車
駐
車
場
や
工
事
ヤ
ー
ド
な

ど
の
一
時
利
用
を
行
い
、
そ

の
後
、ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

有
効
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
。

▼
⑤
街
区
の
ア
ク
セ
ス
道
路

等
…
既
設
信
号
交
差
点
（
枚

方
警
察
署
前
）
を
活
用
し
、

現
存
す
る
市
道
を
ア
ク
セ
ス

道
路
と
し
て
活
用
。
ま
た
、

歩
道
整
備
と
併
せ
て
、
新
庁

舎
敷
地
内
に
歩
道
状
の
公
開

空
地
を
確
保
。

な
お
、
新
庁
舎
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
④
街
区
と
⑤
街

区
そ
れ
ぞ
れ
に
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
も
の
の
、

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

⑤
街
区
へ
の
庁
舎
移
転
を
目

指
す
こ
と
が
、
本
市
が
持
続

的
に
発
展
す
る
た
め
に
も
有

効
と
考
え
る
た
め
、
９
月
定

例
月
議
会
に
お
い
て
「
市
役

所
の
位
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
」
を
提
出
す
る
予

定
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

※
理
事
者
に
よ
る
説
明
の
概

要
は
左
欄
参
照
。

新
庁
舎
移
転
が
目
的
化
さ
れ

政
策
根
幹
の
理
想
は
ど
こ
に

質
問

④
・
⑤
街
区
の
ま
ち

づ
く
り
で
、
な
ぜ
④
街
区
庁

舎
案
よ
り
⑤
街
区
庁
舎
案
の

方
が
費
用
面
で
優
位
な
の
か
。

答
弁

国
費
が
活
用
で
き
、

財
政
的
に
優
位
と
な
る
。
ま

た
、
④
街
区
の
土
地
利
用
転

換
と
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
経

済
波
及
効
果
も
期
待
で
き
る
。

要
望
等

政
策
の
根
幹
に
は

高
い
理
想
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
で
あ
り
、
⑤
街
区
へ
の

新
庁
舎
整
備
は
そ
の
一
手
段

で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
目
的

化
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

④
街
区
の
土
地
活
用

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
見
据
え

定
期
借
地
等
の
検
討
を

質
問

④
街
区
の
市
有
地
は
、

売
却
せ
ず
に
定
期
借
地
等
と

す
る
選
択
肢
の
検
討
を
求
め

る
が
、
見
解
を
聞
く
。

答
弁

多
く
の
議
員
か
ら
、

同
市
有
地
は
有
用
性
が
高
い

貴
重
な
財
産
で
あ
る
等
の
意

見
が
あ
る
た
め
、
継
続
し
て

保
有
す
る
こ
と
を
第
一
義
と

し
、市
場
調
査
等
を
進
め
る
。

要
望
等

将
来
的
な
ま
ち
の

姿
を
見
据
え
、
地
域
経
済
の

活
性
化
や
防
災
等
の
多
角
的

な
視
点
か
ら
土
地
活
用
の
検

討
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

岡
東
中
央
公
園

公
園
内
に
再
開
発
ビ
ル
建
設

市
民
に
十
分
な
説
明
を

質
問

④
・
⑤
街
区
変
更
案

で
は
、
岡
東
中
央
公
園
内
に

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
民
間
の

建
物
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ

る
が
、何
を
示
し
て
い
る
の
か
。

答
弁

関
係
地
権
者
で
検
討

さ
れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発

事
業（
＊
３
）の
再
開
発
ビ
ル

を
イ
メ
ー
ジ
で
示
し
て
い
る
。

要
望
等

同
公
園
内
に
商
業

施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
造
る

こ
と
に
市
民
理
解
が
得
ら
れ

る
か
疑
問
で
あ
る
。
市
民
へ

説
明
せ
ず
に
事
業
を
進
め
る

こ
と
が
な
い
よ
う
指
摘
す
る
。

④
街
区
の
市
有
地

売
却
か
ら
定
期
借
地
へ

財
源
確
保
と
説
明
責
任
を

質
問

⑤
街
区
の
庁
舎
用
地

取
得
の
資
金
と
し
て
い
た
④

街
区
の
市
有
地
売
却
を
、事
前

の
説
明
も
な
く
協
議
会
当
日

の
答
弁
で
突
然
覆
し
、
定
期

借
地
へ
と
方
針
変
更
し
た
が
、

財
源
確
保
や
長
期
的
な
財
政

見
通
し
を
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
弁

市
債
を
最
大
限
活
用

し
、
他
の
投
資
的
事
業
の
費

用
や
時
期
を
見
直
す
な
ど
、

市
の
負
担
の
平
準
化
を
図
る
。

要
望
等

説
明
責
任
を
果
た

さ
ぬ
方
針
転
換
は
議
会
軽
視
、

市
民
へ
の
背
信
で
あ
る
。

駅
か
ら
遠
く
に
新
庁
舎
建
設

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い

質
問

④
・
⑤
街
区
で
土
地

区
画
整
理
事
業（
＊
１
）を
分

離
す
る
と
い
う
。そ
の
場
合
、

街
区
間
の
換
地（
＊
２
）は
で

き
な
い
が
、
⑤
街
区
の
府
の

土
地
を
購
入
す
る
つ
も
り
か
。

答
弁

同
事
業
の
仮
換
地
指

定
後
に
仮
清
算
も
し
く
は
新

庁
舎
用
地
と
し
て
取
得
す
る

考
え
で
あ
る
。

要
望
等

市
駅
に
近
い
④
街

区
の
土
地
が
あ
る
の
に
、
駅

か
ら
遠
い
土
地
を
購
入
し
新

庁
舎
を
建
て
る
計
画
で
は
、

市
民
の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

最
大
限
の
国
費
確
保
と

市
有
財
産
活
用
の
検
討
を

質
問

⑤
街
区
で
の
新
庁
舎

建
設
が
④
街
区
よ
り
も
防
災

面
で
優
位
な
理
由
を
聞
く
。

答
弁

⑤
街
区
は
、
広
域
緊

急
交
通
路
（
＊
４
）
に
面
し
、

④
街
区
よ
り
地
盤
が
高
く
内

水
氾
濫
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き

る
な
ど
、
災
害
時
に
よ
り
機

動
的
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
。

要
望
等

市
駅
周
辺
再
整
備

の
着
実
な
推
進
に
向
け
、
最

大
限
に
国
費
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
④
街
区
の
定
期
借

地
も
含
め
た
市
有
財
産
の
活

用
方
法
の
検
討
を
要
望
す
る
。

④
街
区
の
計
画

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の

庁
舎
移
転
に
反
対

質
問

市
駅
周
辺
再
整
備
で

最
も
大
事
な
の
は
、
市
駅
周

辺
を
ど
う
活
性
化
さ
せ
る
か

だ
が
、
④
街
区
の
計
画
は
ゼ

ロ
ベ
ー
ス
と
し
、と
に
か
く
新

庁
舎
位
置
を
決
め
る
条
例
案

を
提
出
す
る
と
い
う
こ
と
か
。

答
弁

④
街
区
に
に
ぎ
わ
い

の
空
間
を
多
く
生
み
出
す
た

め
に
、
⑤
街
区
の
庁
舎
移
転

が
必
要
で
あ
り
、
新
庁
舎
位

置
を
⑤
街
区
に
確
定
し
た
い
。

要
望
等

④
街
区
の
計
画
が

ゼ
ロ
で
の
⑤
街
区
庁
舎
移
転

の
検
討
は
反
対
で
あ
る
。

④
街
区

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
の
土
地
利
用

長
期
的
な
視
点
で
検
討
を

質
問

④
街
区
の
よ
り
よ
い

土
地
利
用
に
は
道
路
配
置
も

含
め
た
多
様
な
検
討
が
必
要

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

道
路
の
ほ
か
公
園
、

広
場
の
拡
充
や
市
有
地
の
建

物
の
配
置
を
含
め
全
体
を
一

体
的
に
検
討
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー

ス
で
計
画
の
熟
度
を
高
め
る
。

要
望
等

急
が
れ
る
⑤
街
区

の
整
備
を
進
め
つ
つ
、④
街
区

に
お
い
て
は
、
市
民
や
議
会

の
意
見
を
踏
ま
え
、
目
先
の

損
得
だ
け
で
は
な
く
長
期
的

な
視
点
で
の
検
討
を
求
め
る
。

④
街
区
の
土
地
活
用

否
定
し
て
き
た
定
期
借
地

突
然
の
方
針
転
換
に
不
信
感

質
問

④
街
区
の
一
等
地
は
、

売
却
で
は
な
く
定
期
借
地
で

活
用
す
べ
き
と
３
年
間
言
い

続
け
て
き
た
が
、
市
は
一
貫

し
て
否
定
し
て
き
た
。
そ
れ

が
突
然
、
こ
の
協
議
会
の
場

で
資
料
に
も
な
い
定
期
借
地

を
第
一
義
と
す
る
答
弁
が
あ

り
、
不
信
感
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
増
し
て
い
る
。市
長
は
こ

の
方
針
を
い
つ
決
め
た
の
か
。

答
弁

複
数
議
員
か
ら
土
地

を
保
有
し
て
お
く
べ
き
と
の

意
見
を
受
け
熟
慮
し
た
結
果
、

直
前
に
政
治
的
判
断
を
し
た
。

庁
舎
位
置
を
⑤
街
区
に
定
め

事
業
の
着
実
な
推
進
を

質
問

今
回
、
④
街
区
の
土

地
利
用
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
と
し
、

市
有
地
は
保
有
を
第
一
義
と

す
る
考
え
が
明
確
に
示
さ
れ

た
。
市
民
や
議
会
か
ら
の
意

見
を
踏
ま
え
た
大
き
な
方
針

転
換
だ
が
、
こ
の
考
え
に
至

っ
た
市
長
の
考
え
を
聞
く
。

答
弁

市
民
が
誇
れ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
が
り
、
本
市

の
未
来
の
た
め
に
よ
り
よ
い

選
択
と
考
え
た
。

要
望
等

庁
舎
を
⑤
街
区
に

定
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
着
実

に
進
め
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

＊
１

土
地
区
画
整
理
事
業

…
土
地
所
有
者
等
か
ら
公
平

に
一
定
の
土
地
の
提
供
を
受

け
（
減
歩
）、
道
路
、
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
を
整
備
、
改

善
し
、
土
地
の
区
画
を
整
え

て
宅
地
の
利
用
増
進
を
図
る

事
業
の
こ
と
。

＊
２

換
地
…
土
地
区
画
整

理
事
業
（
＊
１
）
に
お
い
て
、

従
前
の
土
地
に
対
し
て
、
新

し
く
置
き
換
え
る
こ
と
。

＊
３

市
街
地
再
開
発
事
業

…
都
市
機
能
が
低
下
し
て
い

る
地
区
等
に
お
い
て
、
敷
地

を
共
同
で
利
用
し
、
中
高
層

の
建
築
物
に
建
て
替
え
、
公

園
等
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

や
道
路
等
の
整
備
を
一
体
的

に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
快
適

で
安
全
な
ま
ち
に
再
生
す
る

事
業
の
こ
と
。

＊
４

広
域
緊
急
交
通
路
…

災
害
発
生
時
に
救
助
、救
急
、

消
火
、医
療
、緊
急
物
資
の
供

給
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

す
る
た
め
の
道
路
と
し
て
府

が
選
定
し
て
い
る
も
の
。

④街区の有効活用における手法の方針転換について
今回の全員協議会資料では、新庁舎を⑤街区とした場合のメリット
の一つとして「④街区の市有財産の有効活用（売却や定期借地など）
による収入」と記載されていましたが、全員協議会の中で、売却では
なく「定期借地を第一義とする」旨の方針転換が示されました。
そのため、概算事業費（上欄の「理事者による説明の概要」参照）

については「売却想定」の額のみ示されており、「定期借地」について
は示されていません。

９月定例月議会において、「市役所の位置に関する条例の一部
改正」については、提出されませんでした。

日
に
日
に
秋
の
深
ま
り
を

感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

今
号
で
は
、
９
月
定
例
月

議
会
の
内
容
を
中
心
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
、
市

の
取
組
に
市
議
会
が
ど
う
関

わ
っ
て
い
る
の
か
を
紹
介
す

る
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

全
議
員
が
出
演
し
た
ド
ラ
マ

仕
立
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト

ー
リ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
（
動
画

に
リ
ン
ク
す
る
二
次
元
コ
ー

ド
を
１
面
に
掲
載
）
。

ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
「
ぎ
か

た
ん
き
ゅ
う

い
探
Ｑ
」
は
、
連
想
ク
イ
ズ

で
す
。
挑
戦
い
た
だ
き
、
動

画
に
関
す
る
御
感
想
も
含
め
、

市
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

枚
方
市
議
会
報
は
、
各
会

派
か
ら
選
出
し
た
委
員
で
構

成
す
る
議
会
広
報
委
員
会
で

協
議
、
決
定
し
た
編
集
基
準

に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長
…

田
口

敬
規

副
委
員
長
…

番
匠

映
仁

委

員
…

松
本

佑
介
、

三
和

智
之
、
大
津
真
沙
樹
、

佐
田
あ
ゆ
美
、
千
葉

雅
民

議
会
は
、
９
月
２２
日
の
本
会
議
で
、
１
件
の
意
見
書

を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
（
要
旨
）

意
見
書
と
は
…
市
の
公
益
（
市
民
の
日
常
生
活
に
関

わ
る
公
共
の
利
益
等
）
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
議

会
の
意
思
と
し
て
議
決
し
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政
機

関
に
提
出
す
る
も
の
で
す
。

ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
人
道
危
機
を
踏

ま
え
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を

求
め
る
意
見
書

パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
で
は
、
死
者
数
が
本
年
８

月
５
日
現
在
で
６
万
１
０
０
０
人
を
超
え
た
と
パ
レ
ス

チ
ナ
の
保
健
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
お
り
、
食
糧
不
足
や

衛
生
環
境
の
悪
化
な
ど
、
人
道
状
況
は
危
機
的
な
状
態

に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
Ｇ
７
参
加
国
や
欧
州
諸
国
等
に
お
い

て
、
パ
レ
ス
チ
ナ
を
国
家
承
認
す
る
動
き
が
加
速
し
て

い
ま
す
。

我
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
二
国
家
解
決
を
支

持
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
人
道
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
国
家
承
認
に
つ
い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
維
持
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ガ
ザ
地
区
の
状
況
を
踏
ま
え
、

我
が
国
に
お
い
て
も
、
対
話
に
よ
る
解
決
を
促
す
立
場

を
明
確
に
し
、
地
域
の
平
和
に
貢
献
す
る
た
め
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を
求
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

ま
た
、
本
年
７
月
２８
〜
３０
日
に
か
け
て
、
国
連
本
部

で
開
か
れ
た
閣
僚
級
国
際
会
合
で
発
表
さ
れ
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
宣
言
で
は
、
二
国
家
解
決
の
実
現
が
紛
争
解
決

の
唯
一
の
道
だ
と
し
、
世
界
各
国
に
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国

家
承
認
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
９
月
１２
日
の
国
連
総
会
に

お
い
て
、
同
宣
言
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
我
が
国
は
、
同
宣
言
起
草
の
作
業
部
会
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
国
会
に
お
い
て
も
、
本
年

７
月
及
び
８
月
に
続
き
、
９
月
１１
日
に
超
党
派
の
議
員

連
盟
か
ら
、
岩
屋
毅
外
務
大
臣
に
対
し
、
パ
レ
ス
チ
ナ

の
国
家
承
認
を
求
め
る
要
望
書
が
、
衆
参
両
院
の
議
員

合
わ
せ
て
２
０
６
名
の
署
名
と
共
に
提
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
す
。

よ
っ
て
、
政
府
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
一

刻
も
早
く
パ
レ
ス
チ
ナ
の
国
家
承
認
を
行
う
よ
う
強
く

求
め
ま
す
。

〈
提
出
先
〉
内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
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